
１　開会　　　　　　　　　 司会：西

２　実行委員長挨拶　　九州ブロック常任幹事　浅井増雄　　　

３　開催地挨拶　　　　　熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会　会長　長田政敏

４　実行委員会委員及びプロジェクトスタッフ紹介（自己紹介）

５　議長選出　　　　　　 議長：浅井実行委員長

６　報告

（１）これまでの経緯について（本資料P２参照）

　・九州ブロッククラブネットワークアクション2018inくまもとプロジェクトリーダーの齋藤氏から説明。

（２）実行委員会副委員長について（本資料P２参照）

　・開催県である熊本県で協議し、熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会会長の長田政敏

　を実行委員会副委員長として推薦した旨報告。

７　議事

（１）九州ブロッククラブネットワークアクション2018inくまもとの開催について（本資料P３～６、別紙参照）

①開催要項（案）及びチラシ（案）について

　・実施内容に係る詳細について、本資料P３～４及び別紙配付資料にて説明。

　・共通プログラムの時間を75分から90分に延長することに決定。

②情報交換会及び宿泊について

　・本資料P３のとおり齋藤氏から説明。

　・会場である阿蘇の司ビラパークホテル＆スパリゾートへの宿泊のみ熊本県で取りまとめ、その

　他のホテルへの宿泊希望者については、各自で手配いただく旨説明。

③スピンオフ企画の実施について

　・本資料P３のとおり齋藤氏から説明。

　・日頃からスポーツクラブ関係者は土日が多忙なため、九州ブロッククラブネットワークアクション

　を家族サービスの一環として楽しんでいただけないかとの想いで企画した旨説明。

④アクセスについて

　・本資料P４～５のとおり齋藤氏から説明。

　・交通手段が限られているため、熊本駅、熊本空港からの計画輸送として熊本県でシャトルバス

　の手配を検討している旨説明。開催要項等と別にチラシを作成し、案内する旨補足。

⑤経費について

　・本資料P５～６のとおり齋藤氏から、日本スポーツ協会と開催県の負担金について説明。

　・熊本県は、開催にあたり負担金が生じることを想定し、5年前から積立金を行っていた旨説明。

⑥スタッフの役割・動静について

　・本資料P６のとおり齋藤氏から説明。

　・基本的に熊本県協議会スタッフでの対応を予定しているが、各県体協担当者及びアドバイザー、

　代表委員については、受付や分科会等でのファシリテーターとして配置を予定する旨説明。

⑦今後のスケジュールについて

　・本資料P６のとおり齋藤氏から説明。

　・例年開催通知が遅いため、なるだけ早く手続きするよう実行委員から意見があった。

　・開催県としては遅くとも8月中には案内したい旨説明。

（２）実行委員会副委員長の決め方について

　・齋藤氏から、口頭にて説明。

　・熊本県から、開催県で副委員長を推薦することを提案。承認。

８　意見交換・情報交換

　・九州ブロッククラブネットワークアクション2018後の反省会について、実施の有無も含め意見交換

　したところ、協議の結果、九州各県が参集する機会がないため、実施することに決定した。

　　議題については別途開催前に決定し、各県に周知することとする。

　・九州ブロッククラブネットワークアクションの開催方法について、準備の段階で色々と日本スポー

　ツ協会に確認する点等多いため、各ブロックに委託するような形がとれないのか、大分県丸山代

　表委員より意見があった。

　・次期常任幹事県については熊本県であるため、次期常任幹事については、１１月の九州ブロッ

　ククラブネットワークアクション後の会議にて報告するようにとのことで決定した。

９　閉会　　　　　　　　　 司会：西
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